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身近に該当製品がないか、ぜひご確認ください
～ヤマトプロテック製エアゾール式簡易消火具の自主回収～

問消防本部  予防課　☎４３・６８８２

　ヤマトプロテック製エアゾール式簡易消火具の破裂事故が、平成24年９
月末現在、全国で5,738件発生しています。
　原因は、製造工程上の不具合を原因とする内部腐食の進行により破裂事
故が発生しているもので、ヤマトプロテック㈱では製品の自主回収を行っ
ています。
　対象商品は下記のとおりですのでご家庭に該当製品がないか、ご確認を
お願いします。
　該当する商品があった場合には、速やかにヤマトプロテック㈱まで連絡
をお願いします。

◆ 対　象　商　品 ◆

【ヤマトボーイＫＴ】
製造ロット番号 品質保証期間

KO331 2005.01 
KO331 2005.02 
KN326 2005.02 
KD317 2005.03 
K1426 2005.04 
K2407 2005.05 
K2420 2005.05 
K3407 2005.06 
K3419 2005.06 
K4422 2005.07 
K7424 2005.10 

【ＦＭボーイｋ】
製造ロット番号 品質保証期間

KN301 2005.02
KN322 2005.02
KD319 2005.03
K1425 2005.04
K2408 2005.05
K2421 2005.05
K3406 2005.06
K3418 2005.06
K4423 2005.07
K7425 2005.10

製造ロット番号と品質保証期間
は、缶底に表示しています。
例えば、2005 年 10 月に品質保証
期間が過ぎる場合、以下のように
記載されています。

●お問合せ先
ヤマトプロテック株式会社
お客様相談窓口　う 0120-801-084
受付時間　月～金（祝日除く）　
　　　　　午前９時～午後５時

パブリックコメントを募集します
　赤穂市健康増進計画（素案）について市民の皆さまのご意見を反映
させるため、意見募集（パブリックコメント）を行います。
●赤穂市健康増進計画（素案）公表の方法
　⑴市ホームページに掲載　⑵市内公民館（９カ所）で供覧
　⑶保健センター（総合福祉会館１階）で供覧
●募集期間　１月８日（火）～２月７日（木）
● 提出方法　計画の素案に対するご意見と住所、氏名、電話番号を
ご記入のうえ、保健センターまで持参（平日の午前８時30分～午
後５時15分）、郵送、FAX、メールのいずれかの方法によりご提出
ください。（書式は自由です。）
● ご意見の取り扱い　提出いただいたご意見の概要と検討結果につ
いては、市ホームページ等で公表します。
　注）�ご意見をいただいた方の住所、氏名、電話番号の公表はいたし

ません。ご意見に対する個別の回答はいたしません。
●提出・問い合わせ先　赤穂市保健センター
　〒678-0232� 赤穂市中広267番地　☎４３・９８５５
　FAX ４２・９０１０　E-mail:hoken@city.ako.lg.jp
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人口の動き（11月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,113戸 （＋ 6）

人口 50,728人 （－ 18）

男 24,541人 （－ 6）

女 26,187人 （－ 12）

� （　）内は前月比
◎11月中の異動
出生 29人（－ 11）転出 73人（－ 18）
死亡 50人（＋ 10）その他増 0人（－ 2）
転入 76人（－ 17）その他減 0人（± 0）

� （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 11月 平成24年累計

発生件数 126（－ 6） 1,326（－ 88）
　人身 19（－ 1） 197（－ 39）
　物損 107（－ 5） 1,129（－ 49）
死者 0（－ 1） 1（－ 3）
重傷 5（＋ 2） 21（－ 4）
軽傷 17（－ 1） 209（－ 34）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 11月 平成24年累計
火災 1 （－ 1） 18 （－ 2）
救急 140 （－ 6） 1,600 （－ 40）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは�☎43・6899�まで
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を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
市
民
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
平
素
よ
り
市
政

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力

に
対
し
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
復

興
需
要
等
を
背
景
に
回
復

に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
も
の
の
、
世
界
景
気
の

下
振
れ
や
金
融
資
本
市
場

の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
雇
用

情
勢
の
悪
化
や
デ
フ
レ
、
円

高
の
進
行
な
ど
が
懸
念
さ

れ
、
先
行
き
に
対
す
る
不
安

感
は
依
然
と
し
て
根
強
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、「
第
６
次
行

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、

市
税
収
入
の
大
き
な
伸
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が
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め
な
い
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震
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等
の
影
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含
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地
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付
税
、
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時
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政
特
例
債
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ど
の
動
向
も
不
透
明
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
収
入
の
安
定

確
保
が
見
通
し
に
く
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
引
き
続
き
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
３
期
目
の
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
か
ら
２
年
、
市
長
に
就
任

し
て
か
ら
間
も
な
く
10
年

の
年
月
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。「
10
年
ひ
と

昔
」
と
申
し
ま
す
が
、「
１

年
ひ
と
昔
」
と
言
わ
れ
る
ぐ

ら
い
社
会
の
変
化
は
早
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
時

代
の
流
れ
に
即
し
た
市
政

運
営
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
方
、
こ
れ
ま

で
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
公
平
で
公
正

な
「
市
民
本
位
の
市
政
」
は
、

今
後
も
ぶ
れ
る
こ
と
な
く

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
総
合
計
画
に
掲

げ
る
「
人
が
輝
き　

自
然
と

歴
史
・
文
化
が
薫
る　

や
さ

し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携

え
、「
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
赤
穂
」
を
目
指
し

て
、
今
年
も
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
市
政
へ
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
健
康
で
喜
び
と
幸
せ
に

満
ち
溢
れ
た
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成24年（2012）赤穂市の主な出来事
▪１月　
・成人祝賀式
・消防出初式
・学校給食に米粉パン登場
▪２月
・赤穂かきまつり
・スポーツ都市宣言
・東備西播定住自立圏圏域バスの試験運行開始
・赤穂教育プラン策定
・赤穂市スポーツ推進計画策定
・赤穂市子ども読書活動推進計画策定
▪３月
・坂越の船祭が国の重要無形民俗文化財に指定
・第５回近畿高等学校剣道選抜大会
・�有年牟礼・山田遺跡で県内最大級の方形周溝墓発見
・市役所・有年公民館で放射線測定を開始
・赤穂市民病院看護学生等修学資金貸付額増額
・赤穂市ごみ処理基本計画策定
・赤穂市地域福祉計画策定
・赤穂市障がい者福祉長期計画策定
・�赤穂市議会議員定数条例の改正（議員定数が20人から18人に）
▪４月
・組織機構改革
・赤穂市暴力団排除条例制定
・赤穂地区体育館完成
・赤穂市防災情報ネット運用開始
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業を開始
・住宅リフォーム助成制度の創設
・�妊婦健診費用助成の拡充と産婦健診費用助成の開始
▪５月
・第61回市民総合体育祭

・チャレンジデー 2012
▪６月
・ＮＨＫのど自慢
▪７月
・宝くじスポーツフェアドリームベースボール
▪８月
・市民の夕べの赤穂海浜公園開催
・第24回兵庫県消防操法大会第4分団出場
・第６回赤穂義士杯青少年柔道大会
▪９月
・原付二輪ナンバープレートのデザイン変更
・ＪＲ赤穂線全線開通５０周年記念
・消防救急無線デジタル化事業着手
・�いじめ問題等再発防止に係る第三者委員会の設置
▪10月
・市役所本庁舎・第二庁舎建物内を全面禁煙
・�ル・ポン2012赤穂国際音楽祭・姫路国際音楽祭共同開催
・�国土交通省近畿地方整備局と「災害時の応援に関する申し合わせ」協定締結
・標高表示板の設置開始
▪11月
・坂越船檀尻
・第24回忠臣蔵旗少年剣道大会
・第９回赤穂でえしょん祭り
・第２回赤穂シティマラソン大会
・�赤穂市・備前市・上郡町の地域ポータルサイト「東備西播ともりんく」運用開始
・赤穂市津波避難・情報伝達訓練
・まるごと赤穂大博覧会
▪12月
・忠臣蔵ウイーク
・第109回赤穂義士祭

赤穂市長 豆 田 正 明
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　ぼくの夢は大工さんになることです。なぜなら、「作る」ということがとても好
きなので大工さんになりたいと思いました。学校でも図工の時間は工作に夢中
になってしまいます。木で物を作ろうと思うと、木を切らなくてはいけないから
自然には悪いけど、人のためだし、喜んでほしいし、幸せになってほしいからです。
ぼくは、人が幸せになっているところがとても好きだからです。今、家に物がたく
さんあるので、家具を作って家の物をすっきり、片付けたいと思いました。いすや、
つくえなど、いろいろな物を作っていろいろな人を幸せにしたいと思いました。

御崎小学校　江原　光
みつよし

芳

　私の夢は、ペットのトリマーです。
　わけは、犬を飼った事は無いけど、おじいちゃんが昔飼っていた犬は、少し病
気で毛がよごれていたので、その犬をきれいに洗って清けつにしてあげたいな
と、小さいころからそう思っていたからです。
　シャワーをあびさせて、シャンプーをしたり、毛を切ったりして犬が輝いて見
えるように、飼い主も喜んでくれるような、りっぱなトリマーになりたいです。
　犬と飼い主の笑顔がいっぱい見れるようなトリマーになれるようにがんばり
たいです。

坂越小学校　山家　風
ふうな

奈

　わたしは、しょう来美容師になりたいです。どうしてかというとバレエの時に自分で
かみの毛をむすぶようになり、モデルや芸能人のかみがたに興味をもち始めたからで
す。
　わたしは、小さいころ美容院に行くと泣いていました。でも、だんだんなれて自分か
らかみの毛を切りたいと言うようになりました。
　一流の美容師になるにはせん門学校に行き、何年かは美容院でアシスタントをしなけ
ればなりません。わたしは、たくさん勉強していつか自分で美容院をひらきたいです。
　そして、みんながあこがれるような美容師になれるといいなと思っています。

高雄小学校　安井　冴
さえ

　私の将来の夢はバレー選手になることです。
　私がそう思ったきっかけは2012年ロンドンオリンピックを見たからです。
　日本選手の身長は他の国と比べてあまり高くないけど、ライバルの中国、強
ごう韓国などを倒しチーム一丸となってメダルを取ったことに感動しました。
　私は、２年生の時からバレーボールをしています。まだ背が小さいけど練習
をいっぱい頑張って、まずは市の大会で勝ち進み優勝できるようになりたいで
す。
　そのためには、日々一つ一つ努力していきたいと思います。

有年小学校　藪林　結
ゆい

　ぼくの将来の夢は、今よりももっと便利な機械をつくることです。
　理由は、便利な機械が増えたら快適にくらせるので、そんな仕事がしたいと思い
ます。
　そして、日本全体が、快適な生活を送ることができるといいなと思ったからです。
　また、体の不自由な人も、みんなと同じような生活ができるし、さらにガスやスト
ーブなどの火事も減ると思います。
　こんな未来になるために、今から一生けん命勉強をして、がんばろうと思います。
　このことが実現できると、日本はもっと良くなると思います。

原小学校　桐谷　慎
しんご

吾

　私の夢は車のデザイナーになることです。いつも乗っている車だけど車体の
ボディは色んな工夫があります。私はそれに興味を持ち、その夢を持ちました。
それに、車は男の人というイメージを持っている人が多いけど、女の人でもでき
るというところをみんなに見せてあげたいからです。
　私は車が大好きです。小さい車、大きい車、トラックなど、たくさんの種類があ
ります。私は全部大好きです。理由は、全てにそれぞれの面白さがあるからです。
　私は大好きな車のデザイナーになることをあきらめません。絶対にかなえる
私の夢！

赤穂小学校　林　有
ゆ り の

莉乃

　わたしの夢は、宇宙飛行士になることです。
　わたしが宇宙飛行士になろうと思ったきっかけは、４年生のときに、星や月の勉強
をしたことです。そして、宇宙の本を読んだり、宇宙のことについて調べてみたりし
て宇宙飛行士という職業につきたいと思い始めました。
　わたしが、宇宙飛行士になったら月でのミッションやＩＳＳ（国際宇宙ステーショ
ン）で他の国の人とミッションをこなしたり一緒にごはんを食べたりしたいです。
　わたしは、絶対に宇宙飛行士になって月に立って月から地球や星をながめたいと
思いました。

城西小学校　入江　唯
ゆ い

衣

　ぼくの夢は、「歴史学者」です。
　なぜ、この夢にしたかというと、まだなぞが解き明かされていない人物を調
べ、その人物の印象をくつがえすような発見をしたいからです。
　この夢をなしとげるには、毎日こつこつと歴史の本を読み、少しずつ勉強し
て、歴史の知識なら、日本一の実力ぐらいになりたいです。
　この夢をなしとげ、世界的にも有名な学者になり、世界中の人々をあっとお
どろかせる発見を何十回もしたいです。
　この夢、ぜったいにかなえてみせます。

塩屋小学校　亀谷　稜
りょうすけ

介

　私の将来の夢。それは美容師です。幼稚園の年長のころから変わっていません。
　頭を洗ってもらうと、とても気持ちがいいし、髪を切る時は美容師さんが学校や
行事のことなど、いろんな話をきいてくれます。おまけにお気に入りの髪型がで
きあがると頭も、心もスッキリ！来てよかったなぁと思いながら帰ります。
　時々、腕があれて真っ赤になった美容師さんを見ます。きっと私が見ているほ
ど楽しいことばかりじゃないんだろうな・・。そう思うけど、やっぱり私は人をう
れしい気持ちにさせる美容師になってみせます！

赤穂西小学校　松﨑　真
ま り か

理香

　ぼくのゆめは、剣道の先生になることです。剣道の先生になりたいわけの一
つ目は、剣道が大好きだからです。二つ目は、剣道の先生が、やさしいからです。
だけど、練習の時は、メッチャこわい先生になります。先生は、夕方、ふつうの仕
事が終わってから、ぼく達少年団に、ボランティアで剣道を教えてくれます。
　土、日に試合をたくさんいれて、いろいろな所に連れていってくれます。試合
で勝つと、とてもほめてくれます。でも、次の日の練習では、また、しごかれます。
　ぼくは、大人になったら、少年団の子ども達に、剣道を教えてあげたいです。

尾崎小学校　山内　優
ゆうき

樹

巳年生まれの子どもたちは、自分の将来の「夢」をこんなふうに描いています
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　高校生の頃から今の今
ま で、 大 人 に な り た く
て、自由をしたくて、周
りに迷惑をかけながら自
由気ままに過ごしてきま
した。
　でも、それは本当の自
由 で は な か っ た と 改 め
て実感しています。自分
で責任を取れるようにな
った時こそ本当の自由を
得る事が出来るものであ
り、今まで以上に責任あ
る言動が社会から求めら
れると思っています。
　私はこの二十年間、正
直数えきれないくらい道
を間違えそうになりまし
たが、その度に親や大切
な周りの人たちの支えが
あったからこそ、今の自
分が存在していると思い
ます。支えてくれた人た
ちに『ありがとう』と思い
ます。そして、大人にな
った今、後悔のない自分
らしい人生を送りたいと
思っています。

　 私 た ち は 成 人 式 を 迎
え、大人の仲間入りをし
ました。これで私たちは
社会的には大人とみなさ
れ、飲酒や喫煙など、こ
れまで禁止されていたも
のが解禁されます。その
一方で、国民年金など、
国民としての義務も発生
します。相対的に考えれ
ば、権利よりも義務の方
が多く、その重圧から逃
れたいという気持ちにな
ることもあるでしょう。
　しかし、これからは自
分の夢や目標に向かって
考え、行動していかなけ
ればいけません。社会の
ルールを守り、自分が目
指す理想の大人になるた
め、20歳 と い う 年 齢 が
スタートラインになるの
だと思います。私は大人
として、自覚ある行動を
心がけ、何事にもチャレ
ンジ精神を忘れず、努力
していきたいです。

　20歳 を 迎 え る 日 が や
ってきました。あっとい
う 間 の20年。 振 り 返 る
と、いろんな人との出会
いがありました。ずっと
見守ってくれる家族、支
えてくださった先生、け
んかしたり笑いあったり
した友達。私は、本当に
恵まれた環境のなかで、
過ごしてきました。
　でも、地元を離れ、一
人暮らしをして気づきま
した。私は、その環境に
甘えていたのです。当た
り前のようでそうではな
かったことに日々気づか
され、その度に今まで出
会った人に感謝の気持ち
でいっぱいになります。
今はまだ、一人前の「大
人」になるための準備期
間です。より多くの人と
出会って、いろんなこと
を吸収し、この先何があ
っても乗り越えられる強
い心と思いやりのある素
敵 な 大 人 に な れ る よ う
日々努力したいと思いま
す。

　今年、僕たちは二十歳
になりました。まだ二十
歳になったという実感が
全くありませんが、二十
歳 に な れ た と い う こ と
を、親、友だち、僕に関
わったすべての人に「あ
りがとう」という感謝の
気持ちを伝えたいです。
　僕は今、大工をしてい
るのですが、仕事を通し
て、大人の大変さが少し
ながらわかってきたよう
な気がします。仕事の大
変さ、お金を稼ぐ大変さ
がわかりました。働くま
では、こんなに仕事が大
変だとは思いませんでし
た。親に甘えていたんだ
なと感じています。
　これからは、いろいろ
な形で恩返しができたら
いいな、と思います。今
の こ の 気 持 ち を 忘 れ ず
に、立派な大人になれる
よう、これからの人生を
過ごしていきたいと思い
ます。

　20歳 と い う 記 念 す べ
き年に、皆さんは今、何
を考えるでしょうか。成
人を迎えた私たちは、世
間的に「大人」としてみな
されるようになったと同
時に、喫煙・飲酒が法的
に認められ、責任感や自
立を求められる歳となり
ました。現在私は、大学
に実家から通学していま
すが、いつも一番近くで
支えてくれる母を含めた
家族や友人に、今まで以
上に「大人」としての感謝
を し な け れ ば い け な い
と 思 う よ う に な り ま し
た。20歳 に な っ た 今 で
も、経済的な面や心理的
な面で、家族をはじめ、
周りの方々に多くのこと
で助けていただいている
私は、まだまだ「大人」に
は程遠いかもしれません
が、看護師になり、多く
の命を助けたいという目
標に向かって、一生懸命
勉強をし続けることが、
私なりの「大人」としての
感 謝 で あ る と 思 い ま し
た。

　私も二十歳を迎え、大
人の仲間入りをします。
大人になることで、飲酒
や喫煙など未成年では出
来なかったことが出来る
ようになるなど、自由の
範囲が広がります。なの
で、これからは自分の強
い意志を持たないと進む
べき道を見失ってしまっ
たり、自己責任が今まで
以上に重要になってくる
と思います。
　私はまだ学生で、家族
や周りの方々に守られた
生活を送っているので、
特別大きな責任を感じず
に生活してきました。し
かし、成人を迎えたこの
機会に責任ある行動を心
掛け、少しずつ胸を張れ
る大人になれるよう努力
したいと思います。
　二十歳という節目の歳
に 一 歩 を 踏 み 出 し、 理
想とする大人へ近づける
よう努力していきたいで
す。

　気が付けば私も二十歳
と な り 成 人 を 迎 え る こ
ととなりました。今まで
の人生を疾走してきた私
ですが、幼いころ思い描
いていた成人像とは大き
くかけ離れた現在の自分
に、もっと成人としての
自覚を持たなければなら
ないと思いました。成人
とは、社会に責任ある行
動を求められる「大人」と
して認識される立場のこ
とです。今までのように
親や先生、法律に守って
もらうだけの存在ではな
くなります。これからは
他の人のために行動でき
る人に、社会の一員とし
て誇れる大人になれるよ
う努力していきます。そ
のためにはもっといろい
ろなことを学び、いつも
感謝の気持ちと人と人と
の繋がりを大切にし、心
身ともに成長していきた
いです。
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▪有年中学校出身▪

平成25年成人祝賀式
●１月13日（日）  午前11時～
　（受付午前10時30分）
　文化会館　大ホール
問教育委員会�生涯学習課
　☎４３・６８５８
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保健センター　☎４３・９８５５健康ページ
　

適
量
な
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

や
血
流
促
進
な
ど
心
身
と
も
に

有
益
な
作
用
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
飲

み
す
ぎ
て
し
ま
う
と
健
康
障
害

の
要
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
は
じ
め
は
お
酒
を
飲
む
機
会

が
増
え
ま
す
が
、
適
量
や
上
手

な
飲
み
方
を
再
確
認
し
て
、
楽

し
く
安
全
な
お
酒
と
の
付
き
合

い
方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
適
正
飲
酒
の
10
か
条
】

一
、
楽
し
く
飲
む
の
が
一
番

　

�　

適
量
の
お
酒
は
ス
ト
レ
ス

解
消
や
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
有
効
で
す
。

二 

、
食
べ
な
が
ら
適
量
範
囲
で
ゆ

っ
く
り
と

　

�　

胃
腸
の
粘
膜
を
保
護
し
つ

つ
、
ゆ
っ
く
り
適
量
を
飲
む

こ
と
で
、
肝
臓
へ
の
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

三
、
強
い
お
酒
は
薄
め
て

　

�　

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い

お
酒
は
喉
や
胃
腸
の
粘
膜
に

刺
激
を
与
え
、
胃
炎
や
食
道

が
ん
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

四 

、
肝
臓
も
最
低
週
休
２
日
制
で

　

�　

２
単
位
の
お
酒（
ビ
ー
ル
な

ら
中
び
ん
２
本
、
日
本
酒
な

ら
２
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ

ル
な
ら
２
杯
）を
肝
臓
で
分
解

す
る
の
に
平
均
６
時
間
前
後

か
か
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
お

酒
を
飲
ん
だ
後
、
就
寝
し
て

い
る
間
も
肝
臓
は
黙
々
と
働

い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
肝

臓
を
毎
日
連
続
し
て
酷
使
す

る
と
障
害
が
出
て
き
ま
す
。

五
、
長
時
間
飲
み
続
け
な
い

　

�　

長
い
時
間
飲
み
続
け
る
と
、

自
分
の
適
量
を
超
え
て
酒
量

が
増
え
て
し
ま
い
や
す
く
な

り
、
二
日
酔
い
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

六
、
人
に
無
理
強
い
し
な
い

　

�　

適
量
や
ペ
ー
ス
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
無
理
な
く
マ
イ
ペ
ー

ス
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

七
、
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

　

�　

お
酒
と
薬
を
併
用
す
る
と
、

薬
の
作
用
が
減
弱
あ
る
い
は

強
く
現
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

八 

、
妊
娠
中
と
授
乳
期
は
避
け
る

　

�　

ア
ル
コ
ー
ル
は
胎
児
・
乳

児
の
脳
や
体
の
発
育
に
影
響

を
与
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
妊
娠
中
や
授
乳
期
及
び

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
時
期

か
ら
飲
酒
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

九 

、
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
は
要

注
意

　

�　

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
遅

れ
、
酔
い
が
ま
わ
り
や
す
く

な
る
、
血
圧
低
下
な
ど
の
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

十 

、
肝
臓
な
ど
の
定
期
検
査
を
忘

れ
ず
に

　

�　

お
酒
を
飲
む
人
は
、
肝
臓

は
も
ち
ろ
ん
、
す
い
臓
や
胃

な
ど
飲
酒
に
か
か
わ
る
臓
器

の
検
査
を
定
期
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

き
ち
ん
と
守
っ
て
楽
し
い
お
酒

き
ち
ん
と
守
っ
て
楽
し
い
お
酒

１日の適度な飲酒量

焼酎半合
90ml

ワイン
グラス２杯

200ml
ビール
中瓶１本
500ml

日本酒
１合 180ml

ウイスキー
ダブル１杯
60ml

※女性はこれらの半分の量を目安に

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ

 

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
予
防
接
種
の
接
種
年
齢

に
該
当
す
る
人
は
、
接
種
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

◦
対
象
者

　

第
１
期
：
１
歳
児

　

第�

２
期
：
平
成
25
年
度
に
小
学

校
へ
入
学
す
る
予
定
の
幼

児

　

第�

３
期
：
中
学
１
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
人

　

第�

４
期
：
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
人

ジ
フ
テ
リ
ア
２
期
予
防
接
種

◦ 

対
象
者　

小
学
６
年
生
に
相

当
す
る
人

大
腸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
期
限

は
１
月
末
で
す

　

特
定
年
齢
の
人
に
配
布
し
ま

し
た
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
使
用
期
限
は
１
月
末

で
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

�

☎
43
・
９
８
５
５

ちゃん ちゃんちゃん
東有年 新　田中　広 山谷  彩 人

平成23年12月７日生まれ

父・将生さん　母・江利さんより
「これからも一緒にたくさん笑おうね！」

や ま た に あ や と

花 元  杏 優

父・正芳さん　母・早紀さんより
「思いやりのある優しい子に～♡」

は な も と なあん

粟 島  空 雅
平成23年12月28日生まれ

父・誠さん　母・尚子さんより

「お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲良くね！」

あ わ し ま く う が

平成23年11月25日生まれ

　

近
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
燃
や
さ
な
い
ご
み
や
粗
大
ご

み
、
缶
・
び
ん
な
ど
の
有
価
物
を
、

市
の
収
集
日
や
前
日
の
深
夜
に

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
持
ち
去
り
、

近
隣
住
民
に
不
安
や
不
快
感
を

与
え
、
注
意
し
た
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
市
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
赤
穂
市
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」

の
一
部
改
正
を
行
い
、
家
庭
か

ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出

さ
れ
た
資
源
ご
み（
紙
類
、
缶
類
、

自
転
車
等
の
金
属
製
品
な
ど
）

を
、
市
及
び
資
源
ご
み
集
団
回

収
活
動
の
関
係
者（
回
収
業
者
を

含
む
）以
外
の
者
が
収
集
ま
た
は

運
搬
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

問
美
化
セ
ン
タ
ー
☎
42
・
３
８
４
１

条例改正の概要

１�　ごみステーションに排出された一般廃棄物のう
ち、缶類、びん類、ペットボトル、紙類、衣類、家
電製品、家具類、寝具及び敷物類、金属類の収集ま
たは運搬を禁止します。

２�　違反して収集または運搬した者に対して、禁止命
令を行うことができます。

３�　禁止命令に違反した者またはその使用者に対し
て、20万円以下の罰金を科します。

持ち去り行為をさせないために

１�　地域などで行っている資源ごみの集団回収を積極
的に利用しましょう。

２�　ごみは、前日に出さずに、当日の朝８時までに出
しましょう。

３�　市では、周知を図るためごみステーションに「持
ち去り禁止看板」を設置しますので、ご協力をお願
いします。

４�　持ち去り行為を目撃したら、美化センターまで通
報してください。（日時、場所、車や人物の特徴など）

※�資源ゴミ集団回収においてごみステーションを利用
する団体は、美化センターに届出が必要になります
ので、ご相談ください。

※�市民の皆さんが、直接、詰問や身柄の拘束、車両等
により制止することは、トラブルや危険を伴います
ので、絶対にしないでください。

７
月
１
日
か
ら
施
行

条
例
の
改
正
に
よ
り「
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
」を
禁
止
し
ま
す
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6 赤穂藩主の参勤交代の姿を再現した大名行列。7 子どもたちの可愛い四十七士。8 赤穂城跡武家屋敷公園では忠臣蔵のゆかり
の地や近隣市町による物産市などが行われました。9 彦根鉄砲隊による奉納演武が行われました。
10 追悼 中村勘三郎さんを偲ぶ写真展。12月５日に亡くなられた歌舞伎俳優の中村勘三郎さんを偲んで、平成11年に放送された
NHK大河ドラマ「元禄繚乱」の赤穂ロケなどの写真を12月27日まで展示しました。木目込みこてまりの会による四十七士の木目込
み人形も１月７日まで展示。（赤穂駅南北自由通路ギャラリー）　

1 24年ぶりに復活した早かご行列。
2 御崎婦人会と赤穂高等学校の生
徒45名が参加した赤穂おどり。3 東
日本大震災で被災した宮城県気仙沼
から届いた塩を大名行列が運び豆田
市長に手渡されました。4 パレード
に華を添えた第28代目赤穂義士娘。
5 今年も東映剣会の方々による殺
陣演技が披露されました。

師走の赤穂の風物詩、第109回赤穂義士祭が12月14日開催され、訪れた約６万人の観客は元禄ロマンに酔いしれました。
祭りの呼び物は忠臣蔵パレード。小学生による金管パレードを皮切りに、第28代義士娘の初お披露目となる義士娘人力道中や
大名行列などが登場。また今年は24年ぶりの早かご行列が復活したほか、彦根市より彦根鉄砲隊（彦根商工会議所青年部古式
銃研究会）による奉納演武が行われました。そして意気揚々と泉岳寺へと向う四十七士に扮した義士行列が登場しパレードの
最後を締めくくりました。

赤穂中学校の1年生125人が文化祭で
制作したモザイクアート。つまようじ
24万3360本を使用し作品を作り上げ
ました。校内の文化祭での展示後、赤
穂シティマラソン大会の受付会場や
文化会館に展示されました。

モザイクアートでＰＲ赤穂中学校1年生が制作

活気にあふれた赤穂のまち忠臣蔵ウイーク
1 忠臣蔵ウイーク開会式。冬の夜空に輝く「幻の天守閣」が12月８日～ 14日の１週間毎日点灯しました。（12/８ 赤穂城本丸） 2 赤穂の地で
誓う忠臣蔵ウエディング。新郎渡部高平さんと新婦有田朱里さんが大石良雄宅跡長屋門より式場の大石神社まで陣太鼓を打ちながら練り
歩きました。3 第６回赤穂「忠臣蔵」検定に120人が受検し、78人の方が合格されました。（12/２ 市民会館）4 AKO47「ちいさな義士たち」。
小学１年生～３年生までの15名が義士装束を着て赤穂のまちを散策しました。（12/９）5 オーディオドラマ「大石内蔵助」。市民公募により
16名の方が脚本家杉山義光先生の作品を真光寺で上演しました。12月８日には越後新発田オーディオドラマの会による赤穂公演が永應寺
で行われました。（12/10・11）6 義士のまち「赤穂」観光案内人。塩屋小６年生が赤穂義士にまつわる史跡などで観光案内をしました。
（12/11）7 「そのとき四十七士達は何を思ったか～忠臣蔵における様々な心理～」をテーマに赤穂で幼少期を過ごされた関西学院大学教授
の三浦麻子先生による講演会が行われました。（12/８ 市民会館）

フォトニュース
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
等
の
老

齢（
退
職
）年
金
は
、
所
得
税
法
上

「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
老
齢（
退
職
）

の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、
昨

年
中
に
支
払
っ
た
年
金
の
総
額

や
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
た
所
得

税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
者（
厚
生

労
働
省
・
各
共
済
組
合
）は
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」を

送
付
し
ま
す
。

　

税
金
の
確
定
申
告
や
還
付
請
求

を
す
る
と
き
に
は
こ
の
源
泉
徴
収

票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得

税
の
課
税
対
象
で
は
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

◦�

送
付
時
期　

１
月
中

◦�

問
い
合
わ
せ
先

《
国
民
年
金･

厚
生
年
金
》

・
姫
路
年
金
事
務
所

 

☎
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
５

・
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

《
共
済
年
金
》　

・
各
共
済
組
合

国
民
年
金
相
談

◦�

相
談
日　

１
月
17
日（
木
）

◦�

場
所　

市
役
所
２
階�

２
０
２

会
議
室　

◦
受
付
時
間　

午
後

１
時
30
分
～
４
時

年
金
出
張
相
談（
姫
路
年
金
事
務
所
）

◦�
相
談
日　

２
月
７
日（
木
）

◦�
場
所　

市
役
所
２
階�

２
０
４

会
議
室　

◦
受
付
時
間　

午
前

10
時
～
午
後
３
時

問�

市
民
課�

年
金
担
当

 

☎
43
・
６
８
２
０

国
保
医
療
だ
よ
り

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理

由
に
よ
り
生
活
が
一
時
的
に
困
窮

し
、
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

最
長
６
ヵ
月
間
、
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部
負

担
金（
自
己
負
担
額
）を
減
額
、
免

除
ま
た
は
徴
収
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

　

一
部
負
担
金
の
支
払
義
務
を
負

う
世
帯
主
ま
た
は
主
と
し
て
世
帯

の
生
計
を
維
持
す
る
者
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
そ
の
生
活
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
。

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害（
以
下「
災

害
等
」と
い
う
。）に
よ
り
、
住
宅
及

び
家
財
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た

と
き
。

②
災
害
等
に
よ
り
死
亡
し
、
障
が

い
者
と
な
り
、
ま
た
は
資
産
に
重

大
な
損
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

③
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に

よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

④
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き
。

⑤
前
記
②
～
④
に
掲
げ
る
事
由
に

類
す
る
事
由
が
あ
っ
た
と
き
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
医
療

介
護
課
国
保
医
療
係
の
窓
口
で
お

渡
し
し
ま
す
の
で
被
保
険
者
証
、

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

世
帯
主
に
対
し
て
は
一
部
負
担
金

の
一
部
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

医
療
介
護
課
国
保
医
療
係
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

医
療
介
護
課�

国
保
医
療
係

�

☎
43
・
６
８
１
３

年
金
受
給
者
の
皆
様

確
定
申
告
等
に
必
要
な「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」が
交
付
さ
れ
ま
す

年
金
受
給
者
の
皆
様

確
定
申
告
等
に
必
要
な「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」が
交
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路
年
金
事
務
所

の
年
金
出
張
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路
年
金
事
務
所

の
年
金
出
張
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
減
免
等
に
つ
い
て

窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
減
免
等
に
つ
い
て

国
民
年
金

◦ 

日
程（
全
３
回
）　

①
２
月
５
日

（
火
）「
男
女
共
同
参
画
の
子
育

て
支
援
・
世
代
間
の
違
い
に
よ

る
子
育
て
」
講
師
＝
神
戸
親
和

女
子
大
学
教
授�

勝
木
洋
子
氏

　

�

②
２
月
19
日（
火
）「
子
ど
も
と

楽
し
む
遊
び
体
験（
１
）・
自
然

遊
び
を
楽
し
も
う
」
講
師
＝

関
西
学
院
大
学�

野
遊
び
研
究

家�

山
崎
春
人
氏　

　

�

③
３
月
11
日（
月
）
「
子
ど
も

と
楽
し
む
遊
び
体
験（
２
）・
手

遊
び
や
触
れ
合
い
遊
び
」
講

師
＝
子
育
て
支
援
・
キ
リ
ン
は

う
す
事
務
局
長�

梅
谷
美
子
氏

◦ 

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

11
時
30
分

◦ 

場
所　

①
②
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
（
市
民
会
館
内
）　

③
総

合
福
祉
会
館
３
階
集
会
室

※�

原
則
と
し
て
３
回
継
続
で
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
講
料
は
無

料
）

◦ 

対
象　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る

人
、
子
育
て
支
援
関
係
者
等

◦ 

定
員　

20
名（
先
着
順
）

◦ 

申
込
締
切　

１
月
31
日（
木
）

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　

�

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
市
民

会
館
内
）�

☎
45
・
３
２
９
０

　

教
育
委
員
会�

生
涯
学
習
課

�

☎ 

43
・
６
８
５
８

　

平
成
25
年
度
の
入
学
志
願
者
を

募
集
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
成
人

を
対
象
と
す
る
成
人
特
例
入
試
は

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

◦ 

募
集
学
科　

普
通
科

◦ 

出
願
資
格　

平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
満
20
歳
以
上
の
人

◦ 

出
願　
　

２
月
22
日（
金
）～

26
日（
火
）（
土
・
日
曜
日
は
除

く
。）�　

受
付
時
間
＝
午
後
２

時
～
７
時�　

受
付
場
所
＝
赤

穂
高
等
学
校

◦ 

選
抜
期
日　

３
月
14
日（
木
）

◦ 

選
抜
方
法　

作
文
及
び
面
接

◦ 

そ
の
他　

出
願
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
県
立
赤
穂
高
等
学
校
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

赤
穂
高
等
学
校�

定
時
制
課
程

�

☎
43
・
２
１
５
１

◦ 

作
品　

川
柳（
五
・
七
・
五
で
季

語
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
）

◦ 

テ
ー
マ　

｢

身
近
な
怒
り｣

◦ 

応
募
締
切　

１
月
31
日（
木
）

◦ 

投
句
方
法　

実
行
委
員
会
の
指

定
す
る｢

怒
り
の
絵
馬｣

を
購
入

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
指
定

絵
馬
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

購
入
で
き
ま
す
。

◦ 

発
表　

３
月
14
日（
木
）に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
に
は
直
接
郵
便

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

問�

身
近
な｢

怒
り｣

の
川
柳
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会

 

☎
43
・
２
７
２
７

◦ 

日
時　

２
月
２
日（
土
）
午
前

10
時
～

◦ 

会
場　

中
央
公
民
館�

２
階
中

会
議
室

問�

中
央
公
民
館
☎
43
・
７
４
５
０

◦ 

事
務
費
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

事
務
費
は
、
こ
れ
ま
で
作
業
手

間
賃（
配
分
金
）の
７
％
に
当
た

る
額
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
４
月
１
日
就
業
分

か
ら
10
％
に
改
定
致
し
ま
す
。
何

卒
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦ 

会
員
募
集

　

市
内
在
住
の
男
性
60
歳
、
女
性

58
歳
以
上
の
健
康
で
臨
時
的
・
短

期
的
に
働
く
意
欲
が
あ
り
、
入
会

説
明
会
に
出
席
し
た
人
。
業
務
多

忙
の
た
め
、
植
木
剪
定
業
務
の
で

き
る
方
歓
迎

◦ 

１
月
の
入
会
説
明
会

・ 

日
時　

１
月
15
日（
火
）
午
後

１
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問�（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー�

☎
43
・
７
２
０
０

 
http://w

w
w

.ako-sjc.jp/

◦�

日
時　

２
月
９
日（
土
）
午
後

１
時
30
分
～

◦�

場
所　

赤
穂
市
文
化
会
館（
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
２
階�

学
習
室
）

◦�

入
場
料　

無
料

◦�

内
容　
「
水
と
油
と
高
分
子
で

拓
く
未
来
の
社
会
㈱
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
赤
穂
工
場
で
生
産
さ
れ

る
製
品
～
潤
滑
油
と
接
着
剤
～
」

◦�

講
師　

㈱
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ　

生
産
技
術
開
発
部
部
長　

吉
田

隆
司
氏

問�

産
業
観
光
課
☎
43
・
６
８
３
８

◦ 

日
時　

２
月
３
日（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所　

赤
穂
海
浜
公
園

◦ 

内
容　
「
か
き
み
そ
汁
」や「
焼

き
が
き
」な
ど
を
そ
の
場
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
か
き

即
売
会
」で
は
、
新
鮮
な
か
き

を
安
価
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問�

赤
穂
観
光
協
会

 

☎
42
・
２
６
０
２

募集

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
座

　

受
講
生

募集

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
座

　

受
講
生

募集
赤
穂
高
等
学
校
定
時
制
成
人

特
例
入
学
者
選
抜
志
願
者

募集
赤
穂
高
等
学
校
定
時
制
成
人

特
例
入
学
者
選
抜
志
願
者

▽▽
▽▽

▽▽

募集
身
近
な｢

怒
り｣

の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
２

募集
身
近
な｢

怒
り｣

の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
２

お知らせ

平
成
25
年
度
中
央
公
民
館

　

サ
ー
ク
ル
登
録
説
明
会

お知らせ

平
成
25
年
度
中
央
公
民
館

　

サ
ー
ク
ル
登
録
説
明
会

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講演会

も
の
づ
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赤
穂
か
き
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つ
り

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

赤穂市立学校給食センター
パート調理員募集

採用予定 予定
人員 応募資格 勤務条件

平成25年
４月

１名
昭和48年4月
2日以降に生
まれた人

学校給食センター稼働日の
み勤務（勤務時間は、各曜
日により１日３～６時間で
週ローテーション勤務。勤
務日により多少の変更もあ
り。）※土・日曜日、祝日、
学校の春、夏、冬休みは勤
務なし。時給810円（見込）

◆試験日時　２月10日（日）午前９時～
◆試験会場　学校給食センター
◆ 応募方法　２月１日（金）までに指定の履歴書を記入
のうえ給食センターへ持参。（履歴書は給食センター
にあります。）

△

受付時間＝午前８時～午後４時45分
（土日・祝日を除く）
◆問い合わせ先　学校給食センター
� ☎４８・７１５１

老健あこう職員（正規職員）募集
◆職種等

職　種 採用予定
人　　員 応募資格 採用予定日

介護員 １名

昭 和49年4月2日 以 降 に 生
まれた人で介護福祉士とし
て指定登録機関に登録され
て い る 人、 ま た は、 第25
回 ( 平成24年度 ) 国家試験
により介護福祉士資格取得
( 登録 ) 見込みの人

平成25年
４月１日

◆試験日時　２月２日（土）午前９時20分～
◆試験会場　老健あこう会議室
◆試験内容　一般教養試験、作文、面接
◆ 応募方法　指定の履歴書、登録証の写し、平成25年
３月卒業見込みの人は卒業見込証明書及び成績証明
書を老健あこう事務課まで持参または郵送

△

受付期
間＝１月４日（金）～１月29日（火）土日・祝日を除く
（郵送の場合は１月29日必着）

△

受付時間＝午前８時
20分～午後５時まで
◆問い合わせ先　老健あこう�事務課　☎４２・１００５

1�No.733  �013年 1月13 No.733  �013年 1月



　

兵
庫
県
で
は
、
県
内
へ
き
地
等

の
医
師
確
保
の
た
め
、
自
治
医
科

大
学
医
学
部
、
兵
庫
医
科
大
学
兵

庫
県
推
薦
入
学
、
神
戸
大
学
・
鳥

取
大
学
・
岡
山
大
学
の
医
学
部
医

学
科
の
地
域
枠
に
よ
る
修
学
資
金

貸
与
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
修
学
資
金
は
、
卒
業
後
一

定
期
間
、
兵
庫
県
が
指
定
す
る
医

療
機
関
等
に
勤
務
し
た
場
合
は
、

返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

出
願
資
格
・
選
抜
方
法
等
の
詳

細
は
、
各
大
学
の
募
集
要
項
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

兵
庫
県
健
康
福
祉
部�

健
康
局

医
務
課�

医
療
政
策
係

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

 

（
内
線
３
２
５
６
）

　

本
学
学
生（
２
年
次
生
）が「
地

域
に
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、
教
育
・

福
祉
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
歴

史
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
や
実
践
活
動
を
一
年
間

展
開
し
て
き
た
結
果
を
発
表
し
ま

す
。

◦�

日
時　

1
月
23
日（
水
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
20
分

◦�

場
所　

関
西
福
祉
大
学

問�

関
西
福
祉
大
学

�

☎
46
・
２
５
２
５

◦�

募
集
要
領　
　

応
募
条
件
＝
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す（
一
人
一

作
品
）。　

応
募
方
法
＝
は
が
き
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
作
品
・
氏
名
・

性
別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・

職
業（
小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
名
、

学
年
）を
明
記
し
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
２
月
７
日（
木
）必
着
。

※
詳
細
は
、
総
務
省
統
計
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

電
子
メ
ー
ル
＝jyutakuhyogo 

@
soum

u.go.jp�　
は
が
き
＝
〒
162-

8668�

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19―

1�

総
務
省
統
計
局�

国
勢
統
計
課
住
宅
・�

土
地
調
査
広
報
担
当　

☎
03
・
５
２
７
３ 

・
１
０
０
５（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

お知らせ

医
師
を
目
指
す
方
の
修
学

資
金

お知らせ

医
師
を
目
指
す
方
の
修
学

資
金

報告会

関
西
福
祉
大
学　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

報告会

関
西
福
祉
大
学　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

募集
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
標
語（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

募集
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
標
語（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
や
権
利
擁

護
等
高
齢
者
を
取
り
巻
く
問
題
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
程（
全
３
回
）　

　

�

①
１
月
23
日（
水
）「
知
っ
て
お

き
た
い
認
知
症
～
正
し
い
知
識

と
予
防
に
つ
い
て
～
」�

講
師
＝

て
ん
わ
か
か
り
つ
け
医
院
院

長�

馬
場
清
志
氏　

　

�

②
２
月
６
日（
水
）�「
守
り
た
い

高
齢
者
の
権
利
～
権
利
擁
護
に

つ
い
て
～
」�

講
師
＝
北
門
総
合

法
律
事
務
所
弁
護
士�

土
谷　

明
氏

　

�

③
２
月
20
日（
水
）�「
防
ぎ
た
い

消
費
者
被
害
～
高
齢
者
に
多
い

問
題
と
対
策
に
つ
い
て
～
」�

講

師
＝
西
播
磨
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
◦�

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
～
３
時

◦�

場
所　

総
合
福
祉
会
館
３
階
集

会
室

◦�

お
申
込
は
不
要
で
す
。
開
始
時

間
ま
で
に
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◦�

定
員　

約
１
０
０
名

◦�

参
加
費　

無
料

問�

赤
穂
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー�

☎
42
・
１
２
０
１

　

農
作
業
風
景
な
ど「
農
」が
創
出

す
る
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
景
観

が
題
材
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
小
学
校
３
、４
年
生
の
作

品
４
、０
３
２
点
か
ら
、
赤
穂
市

内
の
児
童
作
品
１
４
６
点
を
展
示

し
ま
す
。

◦�

日
時　

２
月
８
日（
金
）～
14
日

（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※�

た
だ
し
、
11
日（
月
）は
休
館

◦�
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

問�
赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

�

☎
45
・
１
１
０
１

　

も
の
を
創
る
喜
び
、
こ
こ
ろ
を

表
現
す
る
喜
び
、
社
会
に
向
け
て

発
信
す
る
喜
び
を
表
現
し
、
地
域

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
特

別
支
援
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◦�

期
間　

１
月
25
日（
金
）～
27
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
27
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

◦�

会
場　

市
民
会
館
１
階

◦�

展
示
内
容　

①
児
童
・
生
徒
の

作
品�

②
学
校
紹
介（
パ
ネ
ル
展

示
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
放
映
）�

③
作
業
学

習
作
品
販
売（
27
日
は
正
午
ま

で
）

問�

赤
穂
特
別
支
援
学
校

 

☎
43
・
９
２
６
６

確
定
申
告
・
決
算
説
明
会

◦�

日
時　

２
月
１
日（
金
）

　

給
与
・
年
金
所
得
等
を
有
す
る

　

人
＝
午
前
10
時
～
正
午

　

事
業
・
不
動
産
所
得
等
を
有
す

　

る
人
＝
午
後
１
時
～
３
時

◦�

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

所
得
税
の
還
付
申
告
受
付

　

給
与
所
得
の
還
付
申
告
受
付

◦�

日
時　

２
月
７
日（
木
）・
８
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
・

午
後
１
時
～
４
時

◦�

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

◦�
対
象
者　

①
給
与
所
得
の
あ
る

人
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ

る
人　

②
年
の
中
途
退
職
の
た

め
に
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な

い
人

公
的
年
金
等
の
還
付
申
告
受
付

◦�

日
時　

２
月
13
日（
水
）・
14
日

（
木
）・
15
日（
金
）
午
前
９
時
30

分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

◦�

場
所　

市
民
会
館
中
会
議
室

◦�

対
象
者　

公
的
年
金
所
得
の
あ

る
人

還
付
申
告
受
付
時
の
必
要
書
類

 

（
年
金
・
給
与
と
も
同
じ
）

◦�

必
要
書
類　

①�

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②�

控
除
の
種
類
に
応
じ
た
領
収
書

や
証
明
書
。（
注
）国
民
年
金
等

の
支
払
を
証
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。
医
療
費
の
領
収
書
は
事

前
に
集
計
し
、
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る

書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

印
鑑
及
び
還
付
金
の
受
取
口
座

を
確
認
で
き
る
も
の

問�

相
生
税
務
署

 

☎
23
・
０
２
３
１
㈹

講座

高
齢
者
権
利
擁
護
講
座

講座

高
齢
者
権
利
擁
護
講
座

作品展

第
12
回『
農
』絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
展
示
会

作品展

第
12
回『
農
』絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
展
示
会

作品展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展

作品展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展

還付申告等

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

還付申告等

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽▽▽▽

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

　　　ホームページをリニューアルしましたのでこちらもご覧下さい。

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。
資源ごみは、捨てないで！

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

鍵かけ防犯マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

好評受付中！

好評発売中

好評発売中

1/19（土）
友の会
1/23（水）
一般発売開始

2月2日(土) 13：00～
小ホール・リハーサル室・練習室にて
参加費：講話・観覧500円　能楽体験つき1,000円　※友の会2割引

謡と囃子の魅力 ワークショップ
講話及びプロ能楽師による居囃子実演、楽器体験もできます！

2月17日(日) 14：00開演  小ホール  全席自由
入場料： 一 般1,000円　友の会800円

郷土の生んだ芸術家たちシリーズ第２弾　Vol.４　
～春をはこぶ箏とソプラノの調べ～

3月3日(日) 14：00開演  小ホール  全席自由
入場料：一 般1,000円　高校生以下500円　※友の会2割引

おもしろミュージックスクールvol.15

ハンガリーの息吹～民族の熱き魂

3月3日(日) 18：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一 般4,000円（友の会3,200円）　大学生以下1,500円（友の会1,200円）
　　　　ペア7,000円　親子ペア5,000円　シニア（60歳以上）3,500円

開館20周年記念　富良野GROUP公演2013冬

「明日、悲別で」作・演出　倉本　聰

4月13日(土) 14：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一 般3,000円（友の会2,700円）　
　　　　大学生以下1,500円（友の会1,300円）

＜25年度公演のお知らせ＞

村治佳織＆奏一　ギター・デュオコンサート

好評発売中

※ 25年度友の会募集は1月19日（土）から開始します。

加里屋川護岸改修工事
（赤穂小学校前工区）にご協力を

　兵庫県が施工する加里屋川護岸改修工事（赤穂小学校
前工区）が１月15日より本格的に開始されます。また、
工事期間中は付近の市道が一部通行止めとなります。
　工事中はご迷惑をおかけしますが、皆さまのご理解、
ご協力をよろしくお願いします。
問光都土木事務所�河川砂防第１課� 　☎５８・２２４４
　赤穂市建設課　　　　　　　　� 　☎４３・６８３０

｢緊急時　正しく使おう　１１０番｣
　110番は、事件事故に遭われた方、見られた方から、いち早
く警察に通報していただく緊急電話です。
「警察の　相談ダイヤル　♯９１１０」
　緊急の対応を必要としない問い合わせ、相談などは『県警なん
でも相談電話｢♯９１１０｣』のご利用をお願いします。

～その他の警察相談電話～
被害者こころの電話 電話 0120-338-274
性犯罪被害110番（レディースサポートライン） 電話 078-351-0110
暴力110番ヤクザゼロ 電話 0120-20-8930
覚せい剤相談電話（覚せい剤110番） 電話 078-361-0110
けん銃についての情報 ( けん銃110番 ) 電話 0120-10-3774
ヤミ金融・悪質商法110番 電話 078-371-9110
少年相談電話（ヤングトーク） 電話 0120-786-109
痴漢等被害相談電話（ちかん110番） 電話 079-224-0110
ストーカー・ＤＶ相談電話 電話 078-371-7830
運転免許に関する問い合わせ（明石） 電話 078-914-4420
ファックス110番 電話 078-382-0110
赤穂警察署 電話 43-0110

　１月10日は｢１１０番の日｣
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　平成24年度の共同募金
は、1,296万円余りの募
金が寄せられ、目標額を
達成することができまし
た。これもひとえにみな
さまのおかげと厚くお礼
申しあげます。
　寄せられた募金は、平
成25年度に、兵庫県内の
民間福祉施設への配分金
と赤穂市社会福祉協議会
の地域福祉活動に配分さ
れ、市民と共につくる福
祉活動に活用させていた
だきます。

平成24年度
共同募金実績報告

区　分 目標額（円）実績額（円）
左の内訳

１件当 件  数

戸 別 募 金 7,350,000 7,457,910 489円 15,265戸

中 口 募 金 1,050,000 1,263,822 1,451円 871件

大 口 募 金 1,100,000 1,248,000 6,058円 206件

職　

域　

募　

金

赤 い 羽 根

1,100,000

646,972 209団体

バ ッ ジ 118,150 425円 278個

クオカード 292,600 380円 770枚

図書カード 306,600 420円 730枚

愛ちゃんシール 13,182 338円 39個

計 1,377,504

学 校 募 金 400,000 444,472 69円 6,458人

街 頭 募 金 外 500,000 1,168,854

無人 (279 ヵ所）
592,448円

街頭 (28回実施）
576,406円

その他（預金利息） 438 前年度繰越利息

合 　 　 計 11,500,000 12,961,000 達成率　112.7％

戸別募金

57％

中口募金
10％

大口募金
10％

職域募金
11％

学校募金
3％ 街頭

募金外
9％

　　共同募金に
　　ご協力ありがとうございました

　

昨
年
の
夏
、
私
は
近
く
の
病
院

で
、
ピ
ア
ノ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演

奏
を
始
め
た
。

　

皆
さ
ん
は
「
病
院
」
に
対
し
て
、

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
こ
わ
い
所
。
静
か
で

ひ
ん
や
り
と
し
た
院
内
。
緊
迫
し

た
空
気
…
。
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ

と
思
う
が
、
私
に
は
そ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
の
夏
、
私
は
診
察
の
た
め

に
病
院
に
行
っ
た
。
院
内
に
一
歩
、

足
を
踏
み
入
れ
た
と
た
ん
、
私
は

今
ま
で
と
は
違
っ
た
、
穏
や
か
な

空
気
を
感
じ
た
。
院
内
に
あ
る
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
、
私
の

心
を
く
す
ぐ
り
、
心
の
わ
だ
か
ま

り
を
一
瞬
に
し
て
と
か
し
て
く
れ

た
か
ら
だ
。

　

ま
る
で
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
よ
う
に

響
き
渡
る
、
美
し
い
音
色
。
そ
れ

に
何
よ
り
、
心
が
癒
さ
れ
る
よ
う

な
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
。
あ
の
日

の
感
動
を
、
私
は
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

ど
ん
な
人
が
弾
い
て
い
る
ん
だ

ろ
う
…
。
ピ
ア
ノ
は
、
こ
ん
な
に

も
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ

せ
る
ん
だ
…
！
私
は
日
頃
、
ピ
ア

ノ
を
習
い
、
ピ
ア
ノ
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
が
、
病
院
で
聴
い
た
ピ

ア
ノ
の
音
色
は
、
い
つ
も
と
は
違

う
存
在
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
心
を
和
ま
す
魔
法
の

音
色
の
よ
う
だ
っ
た
。
私
は
改
め

て
、
ピ
ア
ノ
の
魅
力
に
心
を
動
か

さ
れ
た
。
と
同
時
に
、
私
は
、
あ

る
憧
れ
を
抱
い
た
。

「
私
も
、
あ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
、

病
院
に
来
ら
れ
る
人
の
心
を
和
ま

せ
ら
れ
る
演
奏
が
し
た
い
！
」
と
。

　

こ
の
日
の
こ
と
は
、
今
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
を
習
い

始
め
て
十
年
が
経
つ
私
も
、
同
じ

ピ
ア
ノ
の
演
奏
者
と
し
て
、
心
が

揺
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　

私
は
、
そ
の
日
の
内
に
、
ピ
ア

ノ
の
管
理
担
当
の
方
と
連
絡
を
と

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や
り
方
を

お
聞
き
し
た
。
私
に
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
出
来
る
こ
と
を
知
り
、

胸
が
わ
く
わ
く
し
た
。
そ
の
日
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
け
て
、

い
つ
も
よ
り
気
合
い
の
入
っ
た
ピ

ア
ノ
練
習
が
始
ま
っ
た
。

　

ひ
と
つ
き
程
経
っ
た
あ
る
日
、

私
は
、
再
び
病
院
へ
と
足
を
運
ん

だ
。
今
度
は
、「
患
者
」
と
し
て
で

は
な
く
、「
ピ
ア
ノ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
演
奏
者
」
と
し
て
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
、
第
一
日

目
。
わ
く
わ
く
す
る
反
面
、
緊
張

も
す
ご
か
っ
た
。
普
段
か
ら
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
い
る
し
、
発
表
会
の

経
験
も
あ
る
の
に
…
。
何
で
、
こ

ん
な
に
も
、
胸
の
鼓
動
が
激
し
い

の
だ
ろ
う
か
？
…
な
る
ほ
ど
！
私

は
、
公
共
の
施
設
で
ピ
ア
ノ
を
弾

く
の
は
、
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

院
内
の
サ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
の
か
と

思
い
き
や
、
私
の
演
奏
は
、
大
き

く
院
内
に
響
い
て
い
る
ら
し
い
。

誇
ら
し
い
が
、
緊
張
は
増
し
て
ゆ

く
。
二
階
か
ら
、
こ
ち
ら
を
の
ぞ

い
て
い
る
人
。
私
の
そ
ば
で
、
足

を
止
め
て
聴
い
て
く
れ
て
い
る
人
。

病
院
に
来
ら
れ
て
い
た
、
た
く
さ

ん
の
人
が
、
私
の
演
奏
に
耳
を
傾

け
て
く
れ
て
い
た
の
だ
。

　

演
奏
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
私

に
話
し
か
け
て
く
れ
た
お
ば
ち
ゃ

ん
が
い
た
。

「
す
ご
い
ね
ぇ
。
上
手
や
ね
ぇ
。
こ

れ
か
ら
も
、
頑
張
っ
て
ね
！
」

　

お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
の
、
そ
ん
な

嬉
し
い
言
葉
に
、
私
は
笑
顔
で
返

事
を
し
た
。
本
当
に
初
対
面
な
は

ず
な
の
に
、
こ
ん
な
に
も
親
し
く

話
し
か
け
て
く
れ
て
、
私
は
あ
た

た
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
ま
た
、

私
と
お
ば
ち
ゃ
ん
の
心
を
、
ピ
ア

ノ
の
音
色
が
つ
な
い
で
く
れ
た
の

だ
と
さ
え
、
私
は
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
私
は
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
病
院
へ
足
を

運
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
続

け
た
。

　

私
が
ピ
ア
ノ
を
続
け
て
き
た
、

十
年
の
間
に
は
、
や
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
も
何
度
も
あ
っ
た
。
で
も

そ
の
度
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支

え
て
頂
き
、
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
自
分
の
か
け
が
え
の
な
い
楽

し
み
と
し
て
、
ピ
ア
ノ
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
、

こ
う
し
て
ピ
ア
ノ
を
通
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
。

　

私
一
人
の
趣
味
で
は
な
く
、
誰

か
を
笑
顔
に
す
る
た
め
の
一
つ
の

方
法
と
し
て
、
私
の
命
が
役
に
立
っ

た
瞬
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
私
も
、
病

院
に
来
ら
れ
る
人
も
、
ピ
ア
ノ
の

音
色
を
絆
と
し
て
、
和
や
か
な
ふ

れ
あ
い
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
ピ
ア
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
は
、
私
に
と
っ
て
、
光
り
輝
く

宝
物
と
な
っ
た
。

　
「
誰
か
の
た
め
に
」
さ
せ
て
頂
い

た
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
実

は
結
果
と
し
て
、
さ
せ
て
頂
く
自

分
自
身
が
「
人
の
役
に
立
つ
喜
び
」

と
い
う
宝
物
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
人
の
た
め
に
何
か
が
で
き
る

こ
と―

こ
の
こ
と
が
、
自
分
の
命

を
輝
か
せ
る
一
番
の
近
道
だ
と
、

私
は
思
う
。

　

具
体
的
に
は
、
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
を
し
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
手
を
差
し
の
べ
た
り
、
も

ち
ろ
ん
、
ピ
ア
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
、
そ
の
一
つ
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
、「
必
要
と
さ

れ
て
い
る
そ
の
時
」
を
の
が
さ
な

い
で
、
さ
り
げ
な
い
心
遣
い
の
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
う
。

「
癒
し
を
奏
で
る
ピ
ア
ノ
と
共
に
」

赤
穂
東
中
学
校
三
年　

藤
本　

真
弓

◆
福
祉
作
文
（
中
学
生
の
部
）
大
賞
◆

　12月8日（土）、つどいの席上で福祉作文入賞者の
表彰が行われ、式典後には福祉作文大賞者の心のこ
もった作品発表がありました。
　記念講演では、大阪府枚方市立第三中学校教諭の
高宮敏光氏を講師に迎え、『夢に向かって！』と題し、

ご講演いただきました。講演の中で、「逃げ出したい時もあるかもしれないが、
失敗とチャレンジを繰り返しながら自分のものにしていけばいい。前向きに何
でも取り組んでいこう」と伝えていただきました。
　ご参加いただいた多くの皆さま、本当にありがとうございました。

障がい者週間　ともに考える市民のつどい

歳末たすけあい運動にご協力ありがとうございました
888888888888888888888888

　12月１日より行われた歳末たすけあい運動では、家
庭・職場・個人・法人からたくさんの温かい気持ちが集
まりました。ご協力いただき、ありがとうございました。

高雄小学校児童より…
　今年も高雄小学校の児童
４ 名 が 福 祉 会 館 に 来 館 さ
れ、稲から丹精込めて育て
上げたもち米30キロを寄贈
してくださいました。

西中学校生徒会より…
　「塩屋地区ふれあいふる
さとまつり」の福祉バザー
の売上27,665円を寄付して
くださいました。

義士祭にて…
　赤穂高等学校の生徒40名が赤穂
駅・武家屋敷公園などで街頭募金を
呼びかけてくださり、
91,221円の募金が集ま
りました。

　赤穂市仏教会の49 ヶ寺、
30名の皆さんも、赤穂駅に
て街頭募金を呼びかけてく

ださり、寺院浄
財 と 合 わ せ て
157,887円 の 募
金が集まりまし
た。
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　おもちゃライブラリーでは、
子どもたちに “ 情緒豊かな感性
を ” と願い、劇団バクによる着
ぐるみ人形劇を開催します。
　家族おそろいでお越しくださ
い♪
　ステージが間近で観劇できる
ので迫力満点！
●日時　２月２日（土）午前10時～ 10時50分
●場所　総合福祉会館３階集会室
●入場料　前売り券：300円　当日券：400円
　　　　　※３歳未満は無料です。
　チケットは１月７日（月）より発売します。
●お問い合わせ・お求め先
　社会福祉協議会

おもちゃライブラリー
『着ぐるみ人形劇』開催！！

　様々な実践発表を通して、今一度住民のたすけあ
い活動を考える機会として小地域福祉活動リーダー
養成をめざして研修会を開催します。

研修日程 第　1　回 第　2　回

日　時 ２月23日（土）
午後１時30分～４時

３月23日（土）
午後１時30分～４時30分

場　所 総合福祉会館　３階集会室

内　容

「小地域福祉活動と福祉
協力校実践発表会」
－学校から家庭・地域へ
繋がる福祉教育－

「小地域福祉活動と福祉
マップづくり」
－今なぜ支え合いなのか－

福祉協力校実践発表
ふれあいいきいきサロン
実践発表

パートナーサービス
実践発表

講　師 兵庫県対人援助研究所
主宰 稲松　真人 氏

住民流福祉総合研究所
所長 木原　孝久 氏

申込締め切り ２月20日（水） ３月19日（火）

※２回シリーズの研修会ですが、１回だけの参加も可能です。
※参加費は無料です。申し込みは社協（☎４２・１３９７）まで。

小地域福祉活動リーダー研修会
受講者募集

　

今
年
の
八
月
八
日
、
祖
父
が
突

然
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

奉
仕
作
業
で
木
の
せ
ん
定
を
し

て
い
て
、
脚
立
か
ら
落
ち
、
頸
椎

損
傷
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

七
十
一
歳
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
の
は
、
私
の
母
方

の
祖
父
で
、
祖
母
と
曾
祖
母
の
三

人
暮
ら
し
で
し
た
。
曾
祖
母
は
、

祖
母
の
実
の
お
母
さ
ん
で
、
祖
父

が
祖
母
と
結
婚
す
る
時
か
ら
ず
っ

と
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い
ま

す
。
祖
母
の
お
父
さ
ん
は
戦
死
し

た
の
で
、
母
ひ
と
り
子
ひ
と
り
の

祖
母
達
を
、
祖
父
は
快
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
曾
祖
母
も
九
十
二
歳
。

一
年
前
か
ら
、
転
倒
し
て
家
で
寝

た
き
り
の
生
活
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

で
も
、
体
は
不
自
由
で
も
頭
は

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
毎
日
新
聞

を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ん
だ
り
、
百

人
一
首
を
全
部
覚
え
て
い
た
り
な

ど
、
私
達
が
驚
か
さ
れ
る
く
ら
い

か
し
こ
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
耳

が
す
ご
く
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

て
、
会
話
す
る
の
は
大
変
で
し
た

が
…
。

　

そ
ん
な
曾
祖
母
を
祖
母
が
介
護

す
る
毎
日
で
し
た
。

　

介
護
食
を
作
っ
た
り
、
お
し
め

を
か
え
た
り
、
体
の
ケ
ア
を
し
た

り
…
な
か
な
か
外
出
す
る
事
も
で

き
な
い
中
、
家
の
事
も
し
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
い
る
祖
母
を
私
も

知
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
人
か
ら

訪
問
看
護
を
す
す
め
ら
れ
て
、
週

二
回
看
護
師
さ
ん
に
来
て
も
ら

い
、
点
滴
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、

体
を
洗
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
な
ど
、

と
て
も
親
切
に
丁
寧
に
ケ
ア
を
し

て
も
ら
い
、
曾
祖
母
は
も
ち
ろ
ん

祖
父
母
も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
家
族
の
一
人

で
も
寝
た
き
り
に
な
る
と
大
変
で

す
。
祖
母
に
と
っ
て
実
の
母
親
で

は
あ
っ
て
も
、
身
体
的
に
も
精
神

的
に
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
祖
父
も
、
で
き
る
範
囲
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
し
、
み
ん
な
で

協
力
し
あ
わ
な
い
と
だ
れ
か
ひ
と

り
が
が
ん
ば
っ
て
で
き
る
事
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
祖
父
の
突
然
の
死
で
、

曾
祖
母
も
体
調
を
く
ず
し
、
今
は

病
院
で
す
。
病
院
の
方
か
ら
も
、

よ
く
も
っ
て
一
ヶ
月
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

祖
母
も
私
の
母
も
、
延
命
治
療

は
せ
ず
に
、
静
か
に
曾
祖
母
を
見

守
る
事
を
選
択
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
曾
祖
母
の
以
前
か
ら
の
希
望

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

少
し
ず
つ
消
え
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
命
、
ま
た
祖
父
の
よ
う
に

あ
る
日
突
然
消
え
て
し
ま
っ
た
命
。

　

今
年
の
夏
は
、
シ
ョ
ッ
ク
な
事

が
重
な
っ
て
、
私
に
と
っ
て
も
胸

の
中
を
え
ぐ
ら
れ
、
か
き
回
さ
れ

た
よ
う
な
夏
休
み
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
は
、
若
い
人
達
も
大
学
や
就

職
な
ど
で
家
を
離
れ
、
遠
く
に
暮

ら
し
て
い
た
り
と
、
高
齢
者
だ
け

で
生
活
し
て
い
る
世
帯
が
増
え
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

私
の
母
は
ひ
と
り
っ
子
で
、
結

婚
し
て
家
を
出
て
い
る
の
で
、
私

の
祖
父
母
達
も
そ
う
で
し
た
。
幸

い
に
も
、
車
で
二
十
分
程
で
行
け

る
距
離
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
は
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま

せ
ん
。

　

今
回
の
よ
う
に
祖
父
が
突
然
亡

く
な
っ
て
、
曾
祖
母
も
病
院
で
、

祖
母
は
き
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
も
大
き

い
し
心
細
い
し
、
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
ま
い
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
母
や
親
戚
の
人

達
も
度
々
顔
を
出
し
た
り
電
話
を
し

た
り
と
、
心
配
し
て
下
さ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
隣
近
所
の
人
達
が
、

庭
の
木
々
に
水
を
や
り
に
来
て
下

さ
っ
た
り
、
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た

り
し
て
、
あ
り
が
た
い
な
あ
と
母
も

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
が

進
み
、
老
人
が
老
人
を
介
護
す
る

世
帯
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
そ
の
人
、
そ
の
時

に
あ
っ
た
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
事

や
、
安
心
し
て
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
福
祉
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
隣
近
所
や

地
域
の
人
達
と
の
つ
な
が
り
、
助

け
あ
い
も
、
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
く
る
事
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

祖
父
の
突
然
の
死
は
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

で
、そ
の
上
曾
祖
母
の
こ
と
も
…
。

　
「
命
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
」「
年

を
と
る
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
」
と

考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
夏
で
し

た
。
全
然
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん

が
、
私
は
今
出
来
る
事
を
精
一
杯

が
ん
ば
っ
て
い
く
事
で
、
祖
父
や

曾
祖
母
に
恩
返
し
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
祖
母
が
元
気
で
い
て
く

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

「
祖
父
の
死
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
」

赤
穂
高
等
学
校
一
年　

前
田　

彩
織

◆
福
祉
作
文
（
高
校
生
以
上
の
部
）
大
賞
◆

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した
地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆さまのあたた
かいご援助が必要です。ご協力をお願いいたします。

（法人会費：5,000 円、個人会費：2,000 円、一般会費：500 円）

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】　桝本由香子　　幸田きく江
匿名の方々からもご協力をいただきました。

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
坂 越 小 川 　 寛 30,000 亡母満中陰志
加里屋南 中 村 隆 紀 100,000 亡父満中陰志
有年横尾 石 田 高 雄 50,000 亡妻和子　香料返しの一部
加 里 屋 匿 名 1,448 善意に
上仮屋南 山 崎 秀 子 8,100 善意に

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（12月１日～ 12月15日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

　社会福祉協議会の貸衣裳事業で
は、市民の皆さまの新生活運動に少
しでもお役に立てればと素敵な衣裳
を取り揃え、「春の貸衣裳予約会」を
開催します。

●期間　２月13日（水）～２月16日（土）
　� 午前９時～午後５時
● 会場　総合福祉会館
　　　　２階展示室
●特典
　①花嫁衣裳契約者
　　２割引・記念品
　②�花嫁衣裳20万円以上
契約者持込料半額負担
（上限４万円まで）

　③その他貸衣裳　１割引
●問い合わせ先　社会福祉協議会貸衣裳室

衣裳の種類 使用料（円）
打 掛 30,000円～
ウ エ デ ィ ン グ ド レ ス 25,000円～
紋 付 15,000円～
タ キ シ ー ド 12,000円～
留 袖 4,000円～
振 袖 10,000円～
モ ー ニ ン グ 5,000円　
ゲ ス ト ド レ ス 3,000円～
子 供 服 3,000円～

※振袖写真撮りのみの場合
　�新郎・新婦衣裳写真撮り�
のみの場合� 3割引

　社協では、「福祉についてみんなで考えたい！」と
いう地域に伺い、小地域福祉座談会（研修会）を開
催しています。
　自治会・団体ごと等で、地域福祉の現状や、ふ
れあい・いきいきサロン、共同募金、介護保険事
業など、社協の事業について詳しく説明させてい
ただきます。
　また、福祉マップ作りなどを通して地域の様々
な生活課題を話し合い、その課題に対応した活動
の手助けも行っています。
　座談会の開催を
希望される自治会
や団体のみなさん、
気軽に社協へご相
談ください。

あなたの地域でも
小地域福祉座談会を
開催しませんか？？

2013年
春の貸衣裳予約会

　

赤
穂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
災
害
が
起
き
た
時
に
迅
速
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

平
成
22
年
度
よ
り
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
24

年
12
月
現
在
、
49
名
の
方
に
登
録
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
力
を
是
非
お
貸
し
く
だ

さ
い
!!

◦
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

募
集
し
て
い
ま
す
！

・�

被
災
地
で
の
家
財
道
具
等
後
片
付

け
や
撤
去
、
室
内
整
理
・
清
掃
等
。

※�

力
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
調
理
や

話
し
相
手
、
子
ど
も
の
お
世
話
な

ど
女
性
の
方
や
高
齢
の
方
で
も
で

き
る
活
動
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
!!

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開

設
訓
練
へ
の
参
加
要
請（
年
1
回
、

今
年
度
は
2
月
実
施
予
定
）

・�

赤
穂
市
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

要
請

・�

そ
の
他
、
研
修
会
等
の
案
内
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な

�

活
動
を
す
る
の
？

「コロボックル」を上演

1�No.733  �013年 1月1� No.733  �013年 1月 このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397まで



▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪ その他、コンビニエンスストア、観光案内所（播

州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも設置して
いますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは１月25日（金）、
　広報あこうは２月12日（火）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

　皆さまにはお健やかに新春
をお迎えのことと存じます。
2013年がよい年でありますよ
う心よりお祈り申し上げます。
　2012年の赤穂市の主な出
来事を振り返ってみると6月の
NHKのど自慢、7月のドリーム
ベースボール、8月の市民の夕
べ、10月のル・ポン2012、11
月の赤穂シティマラソン大会、

12月の赤穂義士祭・忠臣蔵ウ
イークなど様々なイベントが開
催され、赤穂のまちが活気に溢
れた年であったのではないでし
ょうか。
　2013年も「赤穂の魅力」を
市内外に発信できるよう皆さ
んの“素敵な笑顔”を撮らせてく
ださいね！
� て

くらしのカレンダー 1 / 4 ～ 2 / 1 9

保育所子育て� 赤穂☎42・3368�塩屋☎42・0323�尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338�坂越☎48・8458�有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル�0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金�13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

2 月

1 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

2
3  藤野内科クリニック ☎ 42・1077

9：00 ～ 17：00

4 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

5 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

6
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎電話相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●３歳児健診（Ｈ21.8生） 13：30 ～ 14：30　受付 

7 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

8 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

9 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

10  てんわかかりつけ医院 ☎ 43・7411
9：00 ～ 17：00

11  宮崎クリニック ☎ 43・4877
9：00 ～ 17：00

12 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

13 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

14 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

15
16 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

17  秋山成長クリニック ☎ 46・4115
9：00 ～ 17：00

18 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

19 ●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

1 月
4
5
6  田淵医院 ☎ 43・4114

9：00 ～ 17：00

7 ●こころのケア相談（要予約） 13：30 ～ 14：30 

8 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

9
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●３歳児健診（Ｈ21.7生） 13：30 ～ 14：30　受付 

10 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

11 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

12 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  梶原外科 ☎ 42・9934
9：00 ～ 17：00

14  岩谷内科 ☎ 45・2888
9：00 ～ 17：00

15 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

16
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約）　13：30 ～ 15：30  
●２歳児歯科健診（Ｈ22.5、Ｈ22.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

17 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

18
19 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

20  イオン診療所 ☎ 46・4666
9：00 ～ 17：00

21 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

22
●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

23
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 地セ
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●１歳6カ月児健診（Ｈ23.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

24 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

25 ●赤ちゃん相談・子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

26
27  堀クリニック ☎ 43・6066

9：00 ～ 17：00

28
29 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

30 ●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●４カ月児健診（Ｈ24.9生） 13：30 ～ 14：30　受付 
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